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研究成果の概要（和文）： 

土地に関わる記憶が人々のうちに形作られ、また変容してゆく過程で、その土地に関連する
芸術作品がどのように機能し、その際にいかなるメカニズムが作動しているか、それが人々の
共同体意識やアイデンティティ意識の形成にどのように関わっているか、といったことを明ら
かにするため、小樽市(北海道)、軍艦島(長崎県)、東京タワー、日本橋といった事例を取り上げ、
それらの場所を舞台とした映画作品などの作品や、その周辺にある言説の分析を行うことを通
して、このような過程に関わる諸要素やそれらのおりなす力学の一端を解明し得た。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to clarify the process and mechanism concerning 

formation and transformation of the landscape memory, the role of associated artworks 
in such a process, and their contribution to the formation of local residents’ sense of 
belonging or identification. For this purpose, I’ve taken up several particular cases: 
Otaru city (Hokkaido), Gunkan-jima (or Hashima, Nagasaki prefecture), Tokyo Tower 
and Nihonbashi (Tokyo). I’ve analyzed artworks and discourses concerning them: e.g. 
films having their settings in these places or using them as their locations etc. Through 
these analyses, I’ve succeeded to extract several factors concerning such a process and 
to have a glimpse of the power relations woven by them. 
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である。芸術もまた、そのような「記憶」の生成

に関わる重要な存在であり、その過程において芸

術の果たす役割を論じることは、今まさに求めら

れていることであるにもかかわらず、これまで十

全になされてきたとは言い難かった。 

②現在、「地方の時代」などと言われる状況である

にもかかわらず、土地の記憶・表象のあり方や、

それに対する芸術の関与といった問題が十分に議

論されないまま、「地域おこし」的な活動が盛んに

なり、きわめて無反省的、無自覚的な形で「地域

文化」が語られたり、その土地出身の芸術家やそ

の土地を舞台やロケ地とした作品などが安易に使

われたりする状況を眼にすることがしばしばある

ため、この問題について、とりわけ芸術研究の側

から、きちんと位置づけることの必要性を痛感す

るにいたった。 

 

２．研究の目的 

①土地に関わる記憶が人々のうちに形作られ、ま

た変容してゆく過程で芸術がどのように関与し、

その際にいかなるメカニズムが作動しているかを

解明し、それが人々の共同体意識やアイデンティ

ティ意識の形成へと結びついてゆくあり方を明ら

かにすることを目指した。 

②芸術家や芸術作品について、その制作活動の場

となった、あるいは作品の舞台になった場所との

関係は、これまでにもいろいろ論じられてきたが、

多くの場合、作家や作品の側に回収される議論に

終わってしまい、「場所」はつねに脇役にとどまり、

統一的に考察されることはなかった。作品という

テクストに対するコンテクストとしての場所とい

う従来の捉え方を、本研究では逆転させ、場所と

いうテクストを読み解くためのコンテクストとし

て作家や作品を考える、というこれまでにないア

プローチを試みた。 

 

３．研究の方法 

①とりあえずの出発点としては、土地の記憶や表

象の生成・変容過程に芸術作品が端的に関わって

いる事例として、文学散歩、ロケ地巡りといった

事象をとりあげ、これらのふるまいの中で、作品

体験を通して形成される土地の表象が現実の土地

に転写され、その土地の記憶の中に根付いてゆく

過程、とりわけ近年の「街おこし」的なコンテク

ストと結びつく中で、それが現実の街づくりや街

並み保存などの営みに結びついてゆく過程を解明

することを目指した。 

②本研究は当初、土地の表象に関わる様々な立場

の人々、とりわけ、その土地に居住する人々と、

観光客など「中央」からのまなざしを向ける人々

の意識の「温度差」のありようを、現地調査を含

めた具体的な調査によって明らかにし、それぞれ

の表象の成立過程において、芸術作品の生み出す

イメージや、文学散歩、ロケ地めぐりといった活

動がどのような役割を果たしているかをあぶり出

す手法を念頭においていた。しかしながら、現地

の人々の言説を反映した文献などを読み進める過

程で、とりわけ「現場」における言説はかなりス

テレオタイプ化されているきらいがあり、むしろ、

そうしたステレオタイプ的な言説を生み出す歴史

的コンテクストや文化配置を多面的に分析するや

り方の方が有効であることを認識するにいたった。 

③そのため、考察対象の範囲も当初の想定よりは

かなり広がる結果になった。地元密着型の楽隊と

してのジンタの成り立ちや、都道府県歌が地域ア

イデンティティの核として普及してゆく過程につ

いての研究などは、当初の研究意図からはかなり

離れたものにもみえるが、地域表象の問題は、こ

うした多様なレベルでの文化的コンテクストのお

りなす問題として、とりわけ歴史的な背景との関

わりの中で考察する必要があると考え、あえて少

し引いた位置からの考察を試みた。 

④そのこととも関連するが、当初考えていた、文

学作品や映画作品などの「芸術作品」に話を限っ

てしまうと、見えなくなってしまう部分が多いこ

とを認識するにいたったため、「芸術」という限定

をあえて捨て、「視覚文化」、「聴覚文化」といった

観点から、ドキュメント映像、テレビ番組、ポス

ター、チラシ、ＣＭソングや駅の発車メロディに

いたるまでの多様な感性体験を視野に入れること

を心がけ、それらのマルチメディア的な相互作用

の所産として土地の表象を捉えてゆくという考え

方が前面に出てくることとなった。 

 

４．研究成果 

①最初の考察対象であった北海道小樽市について

は、全国的にみてもロケ地巡りの最初期の例とな

った映画《Love Letter》（1995）と、NHK 札幌局

制作のテレビドラマ《雪あかりの街》（2007）とい

う二つの事例を考察したが、前者においては近年、

その中心的なロケ地として用いられた昭和初期の

住宅坂邸（1927、田上義也設計、2007 年焼失）を

軸とした小樽市のモダンイメージに沿う形で、近

年の小樽のまちづくりが行われるようになってき

ていること、その際に、小樽という街のアイデン

ティティの枠組み自体が映画での設定に沿う形で

再編成される形になっていることを示した。後者

は小樽の地場産業であるガラス工房を舞台に、華

やかな観光用の工芸品製作を尻目に、地味な漁業

用の浮き球製作に没頭する頑固な職人の姿を描い

ているが、ロケ地として使われた、休業状態にあ

った漁業用浮き球を製作する工房が、このドラマ

の制作と並行する形で、若い経営者のもとに新た

な展開をみせるようになった経過やそこに関わる

諸要因を明らかにしえた。いずれのケースにおい

ても、ドラマにおける設定やストーリー内容、そ

こで提供されるイメージが現実の街のありようを

作り出したと言っても過言ではないくらいに大き

な影響を行使したことが示された。その一方で、

ここでの展開には、1970 年代からの、小樽運河埋

め立て反対運動や近代建築の保存、街並み保存、

といった動き、小樽におけるガラス工芸が、観光

化の中で脚光を浴びてゆく過程などの歴史的経緯

や背景的状況が、切っても切れない形で関わって



 

 

おり、映画やドラマの表現も、それらを総合的に

考察し、こうしたコンテクストの上に置いてみた

ときにはじめて十全な意味をもって立ち現れてく

ることを示し得た。上記内容のうち、《Love 

Letter》のケースに関わる部分だけはすでに論文

として発表した。その他の部分についてはまだ公

にしていないが、原稿自体はほぼ脱稿しており、

他の論考とあわせて、単行本として公刊する準備

を進めている。 

②続いて対象に定めた長崎県の端島（軍艦島）は、

かつて栄えた炭鉱の島が閉山によって一気に無人

島となった特異な場所であるが、廃墟趣味の対象

として脚光を浴びるようになり、ここ数年、急速

に観光地化している。端島をめぐる言説の研究を

進めてみると、単に廃墟趣味の対象となったとい

うことだけでなく、これまた近年急速に進みつつ

ある産業遺産、近代化遺産という観点からの評価

や、かつて島が栄えていた頃の華やかな時代を知

る旧島民のノスタルジックな視線、さらには戦前、

戦中にあった朝鮮人などの強制労働の舞台になっ

た場所としての忌まわしい記憶など、様々な立場

の人々の様々な視線が交錯し、いわばそれらの多

様な言説のヘゲモニー争いの場所となっている実

情があきらかになってくる。本研究ではそのよう

な状況をふまえ、軍艦島を題材にした様々な写真

集やグラフ雑誌記事、軍艦島を舞台やロケ地に使

ったいくつかの映画、それにニュース映像などの

ドキュメンタリーフィルム、近年多く作られてい

る廃墟マニア向けの DVD 映像等を分析した。その

結果、それらにおいては、視覚的な画像や映像だ

けでなく、つけられたキャプション、伴奏につけ

られた音楽などを駆使したマルチメディア的な効

果によって多様なイメージ形成が行われており、

それが、それぞれの立場の言説を引き出し、リー

ドする役割を果たしていたことが明らかになった。

しかし他方で、同島を舞台とした NHK ドラマ《深

く潜れ》（2001）のケースでは、NHK のウェブサイ

トに作られた掲示板上で、廃墟マニアと旧住民な

ど、異なる立ち位置に立つ人同士が、このドラマ

についてのやりとりを通じて見方を変えてゆくよ

うな場面も見られ、これらの写真や映像が、この

島をめぐる多様な言説を媒介し、今までにない新

たな方向性を作り出す可能性をも秘めている状況

が明らかになった。これについてもまだ公刊して

いないが、原稿はほぼ脱稿しており、①とともに

単行本におさめる予定で準備を進めている。 

③土地の表象に関して、研究代表者がかねてから

関心をもっていた問題のひとつに、「ノスタルジ

ー」との関わりがある。当初、研究代表者は、ド

イツにおける東西統合後に広がっている「オスタ

ルギー（東への郷愁）」現象をとりあげ、近年盛ん

に作られる、東ドイツ時代のベルリンを舞台にし

た映画によって作られる「よき時代」的なベルリ

ン表象を通して、東の時代をノスタルジックに顧

みる傾向を考察する予定であった。しかし、その

後の研究の過程で、日本で現在進行している「昭

和ブーム」の中に、それとかなり類似した状況が

みられることが明らかになってきたため、そこに

おける「東京」の表象のあり方を考察する方が、

その背景において、小樽や軍艦島の事例とも直接

につながる点が多いことから、そちらの研究を優

先的に進めることとした。「昭和ブーム」を象徴す

る代表的な映画である《ALWAYS 三丁目の夕日》シ

リーズを事例として、こうした映画がきわめて一

面的な東京表象を紡ぎ出してゆくことによって、

その時代を実体験した人々だけでなく、体験して

いない若者や東京以外の住人たちをも「ノスタル

ジー」の中に巻き込んでゆく、その過程やメカニ

ズムを明らかにすることが課題である。現状では

その全貌を解明し得たとは言い難いが、《ALWAYS

三丁目の夕日》の中で昭和 30 年代の「古き良き東

京」の象徴として用いられていた東京タワーと日

本橋に関するこの映画の中での表象をとりあげ、

これらが同時代には実際にどのような形で表象さ

れていたかを明らかにすることからはじめ、それ

がこのような一面的な表象へと変容してゆく過程

やそのような動きに関与した諸要素をある程度明

らかにしえたと考えている。そのうち、日本橋の

表象の部分については、すでに論文として発表し

ており、この問題の背後に、1970〜80 年前後を境

とする日本文化全体の大きな変化があったこと、

今日の地域表象の原型のかなり大きな部分がこの

変化の所産であったことが明らかになった。小樽

や軍艦島についても、背景的な状況にはつながり

があり、その連関であらためて捉え返すことが可

能であるように思われる。 

④同時並行的に行ってきた、一見したところ上記

の研究とは全く違う題材を扱っているようにみえ

る、ジンタの成り立ちや都道府県歌、うたごえ運

動をテーマにした研究においても、やはりこの

1970〜80年前後の時代が日本文化の大きな構造転

換期を示すものであることが明らかになってきた。

そのことは、「中央」と「地方」との関係や地域表

象、地域アイデンティティのあり方をめぐる議論

が、そのような転換との関連の中で初めて意味を

もちうることを示しているといってよい。そして

いずれのケースにおいても、地方文化や地域アイ

デンティティに関わる問題は一方で、地方だけの

問題ではなく、「中央」の動きとの関わりの問題と

して論じられるべき部分が大きいこと、しかし他

方で、これまでの議論がもっぱら「中央」の側の

視線からなされてきたために、地方文化を考える

上で死角になっていた問題がかなりいろいろある

ことが、明らかになってきた。本研究では、これ

らの問題を十分に整理するまでにはいたらなかっ

たが、土地の表象・記憶に対する芸術の関わりに

という問題が、個々の作品、個々の地域のレベル

にとどまるものではなく、文化のこうした全体的

な構造との関連の中で議論すべきものであること

を、あらためて認識するにいたった。その意味で、

今後のこの種の研究にとっての出発点を提供しう

るものとなりえたと考えている。 

⑤前項までで述べたように、これらの成果のいく

つかはすでに論文として発表しているが、未発表



 

 

のものについても、相当部分がすでにほぼ脱稿し

ており、単行本として出版する手筈を現在整えつ

つある。また、当初構想していたものの十分に展

開せずに終わったドイツの「オスタルギー」、研究

過程の最後の段階になって浮上してきた駅の発車

メロディといったいくつかのテーマについては、

まとまった論文としてではないが、新聞のコラム

や一般雑誌におけるエッセイなどの形で、それら

の問題を軸とした問題提起を行っており、そのよ

うな形で社会発信の責めを果たすことができたこ

とを付け加えておく。 
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